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学部全体に告知した。 “What can we do for a 
sustainable 2030?” という共通テーマを提示し、

各クラスのベストポスターアワードを選出する

など、プレゼンテーション・ショーケースとし

てイベント性をさらに持たせた。当日は、学部

長はじめ、展開領域（グローバルヘルスサービ

ス、グローバル社会、異文化コミュニケーショ

ン）の複数の教員、1 年生 240 名の内、当日都

合のつかなかった一部のクラスを除くほとんど

が参加した。2020 年度は、新型コロナウイル

ス流行の影響による授業形式の変更を踏まえ、

“Sustainability and New Normal”というテーマ

でオンライン開催となった。

4．学生からの評価

4.1．EGC についての学期末アンケート

言語プログラムにおけるカリキュラム開発に

はニーズ分析が必須である（e.g., Brown, 1994）。
EGC もその原則に従い、2015 年から 2018 年に

渡り、カリキュラム全体、授業形式、学習意欲、

授業内外での学習体験、要望、長期休暇中の学

習予定など、広範な内容について、学生の自己

評価を聞き、ニーズ分析を目的としたアンケー

トを実施した。アンケートはオンライン形式で

行い、各学期の授業最終日に授業を通して配布

し、回答は任意としたが、定員の４分の 3 にあ

たる学生から回答を得た（表 2）。アンケート

では、全部で 30 の項目について、文章を提示し、

学生は、各文について、自分の意見や評価を 4
つのスケール（強くそう思う、そう思う、あま

りそう思わない、全くそう思わない）から選択

して回答した。また巻末には、自由コメント欄

も設けた。以下には、本稿に関連する 6 項目（I：
テーマ、II：教材、III：学習意欲、IV：プレゼ

ンテーション、V：ライティング、VI：自律学習）

に絞り、結果を抜粋する。

内容面については、テーマや教材に関係する

項目（項目 I、II）に目を向けると、地球規模

の課題を扱い、メディアを素材としたオリジナ

ル小冊子を使うことについて、7 割以上の学生

から賛同を得ており、「強くそう思う」学生も

年々増加の傾向にある。学習意欲（項目 III）
については、2017 年、2018 年とも、後期に「強

くそう思う」（38%、22%）が顕著で、ポスター

発表に向けた取り組みの影響や、EGC が扱う

内容への関心の高さが伺える。

言語面については、スピーキング（省略）、

プレゼンテーション（項目 IV）、ライティング

（項目 V）等の発信型スキルが向上した（「強く

そう思う」「そう思う」）と回答した学生が多く

見られた。特に、プレゼンテーションでは、

2016 年前期と 2018 年前期以降、ライティング

では、平均で 3 分の 2 の学生が前向きな回答を

した。一方、「全くそう思わない」「あまりそう

思わない」と判断した学生も一定数いた。2016
年後期から 2017 年後期は、約半数がプレゼン

テーション能力の向上について否定的であっ

た。ライティング能力の向上についても、平均

すると3分の1の学生が「全くそう思わない」「あ

まりそう思わない」と判断している。リーディ

ング（省略）、リスニング（省略）等の受動型

スキルでも、同様の傾向が見られた。以上のこ

とから、内容面への高評価と対照的に、言語ス

キルの自己評価には、学生間のばらつきや学期

毎の推移があることが伺える。

内容・言語面について、肯定的な回答が大多

数を占めた一方で、授業外での取り組みについ

ては、異なる回答傾向が見られた。特に、興味

深い読み物を見つけることができたか（項目

VI）を問われた際、過半数の学生が否定的な

答えを選択している。前期に英語試験対策演習

を強化し、後期に SDGs を導入した 2018 年に

表 2．アンケート回答者数（120名定員）

年・学期 回答者数（人）

2018 年後期 （F）
2018 年前期 （S）

91
93

2017 年後期 （F）
2017 年前期 （S）

93
92

2016 年後期 （F）
2016 年前期 （S）

80
92
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向けて、学生の内容への関心、言語スキルの自

己評価は上昇傾向にあったものの、自主学習に

おける教材選択や各スキルへの苦手意識等、課

題も残ったことがうかがえる。

4.2．SDGs へのコメント

2018 年 10 月のワークショップでは、事後に

学生からコメント（英語または日本語で任意記

入）を収集した。以下に、代表的な感想を抜粋

する。

 ［17 の SDG は］どれも大切で世界中で考

えそのゴールを達成するために努力しなけ

ればいけないと思った。

 クラスの垣根を超えて、考えたことなどを

共有できたのは新鮮であり、とても良い機

会だと思いました。

 I can tell my friends and family. I can‘t achieve 
alone. We need to do a little thing all together. 
Then everyone have to know SDGs and I can 
tell many people in Japanese and English.

上記にも見られるように、合同授業は、学生

が SDGs を自分と関連づけ、身近にいる人たち

にどう働きかけられるかを、前向きに考える

きっかけを与えられたようである。また、クラ

スの枠を超えた学習についても学習意欲や新た

な形での協働として、肯定的にとらえられたよ

うである。

I�授業で扱ったテーマは意味のあるものだった

56

22

2

6

2

II�授業で使った教材は良かった

6 66

22

5

III�学習意欲を維持することができた

6

6

22

6

25

IV�プレゼンテーション力が向上したと思う

26

55

6

V�ライティングが向上したと思う

5

52

25

26

5

5

6

VI��興味深いリーディング教材を見つけること

ができた

6

26

26
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4．今後に向けて

EGC では、黎明期・創成期を通して、グロー

バルなテーマを内容とし、学習成果を発信する

課題を通して学生がアカデミック英語のスキル

を運用する機会を設けてきた。本科目は、少人

数クラスでの恊働学習、自律学習支援、複言語

主義というカリキュラム黎明期の特徴をできる

限り維持しながらも、創成期には科目内外から

の様々なニーズに対応し、内容重視の英語教育

を継続する独自の岐路を見出してきた。英語試

験対策と SDGs を中心とするモジュール学習の

連結については、学生から概ね良好に受け入れ

られている。一方で、英語力向上に実感を得ら

れていない学生や自主学習での教材選択に迷う

学生も一定数いることが、アンケート回答とそ

の推移から予測できる。

スタートから 5 年を経た今、EGC における

CLIL カリキュラムが発展期を迎えるために、2
年次必修英語科目への入り口と出口のニーズを

再確認する必要があるように思う。1 年次にお

いて習得しておくべきスキルや知識にはどのよ

うなものがあるのだろうか。また、3 年次以降

の領域学習や卒業後の進路に向けてどのような

人材育成を学部全体が目指し、社会から望まれ

るのか。現在 EGC では、ポスター発表で地球

規模の課題について批判的考察を経て独自の問

題解決を提案することを一到達目標としている

が、それらニーズが分かると、抑えるべき内容

がより明確になると思う。これを実現するため

には、学部におけるあらゆる教育部門やその他

ステークホルダーを巻き込んでの情報共有が必

須である。学部や英語プログラムが前提とする

価値、思い描く姿が明らかになると、自ずと

EGC の学部内での役割も明確となるのではな

いか。科目独自の努力としては、日本の社会・

文化を構造する価値観、伝統的視点、歴史文脈、

時代の変化に触れながら、地球規模のテーマを

「自分ごと」として落とし込む仕掛けを作り続

け、プログラムとしてのさらなる発展を試みた

い。
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註

1） 定員倍増、再履修制度、及び、教室・人員

の配置が整った場合を想定。

2） ジグソー法は、協働学習で使用されること

の多いグループ学習の方法。数種類のテキ

ストを複数の学習者が分担して読んでい

く。個別での読解学習の後に、同じテキス

トを読んだ者同士でエキスパート・グルー

プを形成し理解の確認をする。続いて、別

のテキストを読んだ者同士で新しくジグ

ソー・グループを作り、各々が読んできた

内容や情報についてインタビューや報告を

しあう。学び合いを通して、複数のテキス

トや全体像、情報の関係性について、共通

理解を達成することを目指す。

3） レ フ ァ レ ン ス・ サ マ リ ー（Reference 
Summaries）は、一般的には、Annotated 
Bibliography とも呼ばれるアカデミック・

エッセイの 1 ジャンル。導入部でテーマを

紹介し、そのテーマについての論文・記事

等の出典情報と 300 語程度の要約をいくつ

か並べ、結論部では、複数の文献の慣例性

や学習成果を考察する。
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